
Bruno taut　ブルーノ・タウト

①　近代主義者である（と思われる）こと

②　外国人である（日本の伝統を背景に持っていない）こと

③　陰影礼賛が刊行され評価を実質的に受け始める年代以前に日

　　本を評価する活動を行っていること

陰翳礼讃　谷崎潤一郎著

背景　「陰翳礼讃」 陰翳礼讃との比較対象　「ブルーノ・タウト」 研究における分析の流れ

「ブルーノ・タウト」の選定に至った三つの条件

陰翳礼讃的建築の設計　ー谷崎潤一郎「陰翳礼讃」に見られる空間記述と「ブルーノ・タウト」の言説との参照から

　そのように昭和八年という近代主義が日本に丁度迫りくる時代に、日本的な建築空間を

鮮やかな文章で表現したこの陰翳礼讃の中に描かれた空間を体現しようとする試みは、そ

の近代というものが完全に浸透したと言える現代において日本文化の再発見という示唆を

含んだ意義のある研究に位置づけられるだろう。

　陰翳礼讃の中で谷崎は「日本が西欧の文化に沿うて開発の道を歩みだしたときに、勇住

万進するより外に仕方ないが、日本に課せられた文化的な損失は覚悟しなければならない。」

と述べ、当時西欧文化の流入によって、既に日本の伝統的な文化が失われつつあったこと

を危機感を持ちながら指摘している。

「美は物体にあるのではなく、物体と物体との作り出す陰翳のあや、明暗にあると考える」

『陰翳礼讃』は日本独自の美しさをその陰影美の中に見だし、多方面の文化を対象に書か

れた谷崎潤一郎による随筆である。建築もその一つとして描写がされているが、その陰影

とは一体どのようなものなのか。本設計は陰翳礼賛に描かれた空間像の陰影美を、実体を

持つ建築として体現する試みである。

『陰翳礼讃』谷崎潤一郎より引用

　このように近代主義が完全には浸透していなかった当時の日本において、現代にも通じる客観的な

陰翳礼讃との比較、参照が可能な発言をしているということを分析対象として選定するための条件と

した。

　当時の日本の伝統的な美しさを持った空間を探るにあたり、それを鮮やかに描写した陰翳礼讃と同

時期に活躍し、現在では日本に浸透しきった近代主義の価値観を前提に、現物を体験しながら日本の

建築空間を評価した彼の言説を参照することは、現代という時代においてこのような研究を行う際、

手掛かりとして非常に有効なものと考えられる。

　本研究では、彼が日本をどのように評価し、日本建築をどう近代主義に継承したのかという点にお

ける分析、考察の結果を日本的建築表現として、陰翳礼讃との参照を行う。

　本研究は主に四つの分析から成る。

　まず陰翳礼讃の建築記述の引用から建築を構成する要素を抽

出し、それを類型化した。

　そしてタウトの言説から陰翳礼讃との比較を前提とした建築

要素を抽出、同様に類型化し、両者の比較分析を行う。

　次にタウト個人の日本建築評価を、具体的に明らかにするた

め、彼個人に対して同じ方法を用いてより詳細に分析を行う。

　そして最初の分析から見出した陰翳礼讃とタウトの共通点に

対して、タウト個人の日本建築評価を探った分析を前提とし、

最終的にその中から陰翳礼讃に描かれる空間を構成する建築要

素を抽出する。

　これら一連の分析から、陰翳礼讃に描かれた空間像を再構成

する。

１　陰翳礼讃分析

３　タウト分析 ４　陰翳礼讃、タウト分析

２　陰翳礼讃、タウト分析

①　引用の抽出

②　建築要素の抽出

③　建築要素の類型化

①　引用の抽出（タウト）

②　建築要素の抽出

③　各要素に対する両者の比較

(陰翳礼讃に描かれた )

①　建築要素の抽出
(先の分析から漏れたもの含む )

②　各要素の状態、効果の考察

①　２の分析結果を３の考

　　察より再度検討

　陰翳礼讃の中に描かれた空間を考察するための手法として、本研究では、陰翳礼讃の中から得られ

た空間把握とブルーノ・タウト（以下タウト）の著書による言説とを参照し、分析を行う。

　陰翳礼讃という文章をタウトという他者の言説と照らし合わせることで、その空間がどのように存

在するのか、考察するための手掛かりとする。彼を選定した理由は右記の三つによる。



縁側

居間

砂

木材
（板張り）

金銀

障子

襖 タウト -様相１　光を反射する

屏風 タウト -様相１　居室に入る光の量を調節する
タウト -様相２　光を反射する　

タウト -様相３　部屋の中をを平面的あるいは断面的

　　　　　　　　に区切る　

タウト -様相１　外部からの光を通す
タウト -様相２　外部からの光をやわらげる
タウト -様相３　光を柔らかく反射する
タウト -様相４　可動式の間仕切りとして機能する

タウト -様相１　幅が畳に合わせられている
タウト -様相２　木材による板張りの仕上げ
タウト -様相３　座敷に面している
タウト -様相４　障子により座敷と区切られている
タウト -様相５　家屋の南側方に配置されている
タウト -様相６　居間、畳を雨から守る

タウト -様相７　断熱効果のある空気層

タウト -様相８　弾力性のある使い方ができる　

タウト -様相１　畳が敷かれている　　　
タウト -様相２　土間よりやや上がった高さに床が貼ら

　　　　　　　   れている　　　
タウト -様相３　土間と隣り合っている　　　
タウト -様相４　機能が定められていない
タウト -様相５　開け放つことが可能

タウト -様相６　障子により縁側と区切られている

タウト -様相１　自然の砂の色調をそのまま用いる

タウト -様相１　光沢を帯びる

タウト -様相２　被覆、塗料が施されていない
タウト -様相３　栗色に煤けている

タウト -様相１　光を反射する

壁 ブルーノ・タウト ( 以下『タウト』)- 様相１　

光を反射する

タウト -様相３　砂あるいは漆喰で仕上げる
タウト -様相４　木部と調和した色の土で仕上げる

庇

屋根

タウト -様相１　直接光を弱める

タウト -様相２　視線を外部（庭）に向ける

タウト -様相３　影をつくる

タウト -様相４　雨の浸入を防ぐ

タウト -様相１　空間のボリュームごとに独立している
タウト -様相２　軒の出が深い

ブルーノ・タウトの著書に記述された「陰影の美を構成する要素における建築的様相」

類型１　「建築構成要素」

　　１-２　非構造要素

類型２　「空間構成」

　　２-２　特定の室、機能を持った空間

類型３　「材料」

　　３-２　表面的な素材

　　３-１　建築構成要素の材料

木材 タウト -様相１　被覆、塗料が施されていない

類型１　「建築構成要素」

　　１-１　構造要素

１　構造 １　軽快な直柱構造

２　楣式（架構式）構造

３　木造

４　柱と小屋組みから成る構成

２　障子

３　襖 １　光を反射する

８　屏風

４　板戸

７　床

１　居室に入る光の量を調節する
２　外部からの光を反射する　
３　部屋の中をを平面的あるいは断面的に区切る　

１　光沢を帯びた木材
２　可動式の間仕切りとして機能する

１　床下の通風確保のためやや高く上げられている

２　畳が敷かれている

３　光沢のある板張りの仕上げになっている

１　外部からの光を通す
２　外部からの光をやわらげる
３　光を柔らかく反射する
４　可動式の間仕切りとして機能する

類型２　「空間構成」

　　２-２　特定の室、機能を持った空間

　　２-１　建築全体の空間構成

１　縁側

１　平面構成

１　幅が畳に合わせられている

１　簡単な矩形あるいは鍵型

２　間取りや大きさが一定していない

３　大きな一室空間として開け放すことができる

４　南の方位に開いた配置、構成

５　居室の機能が多様、一定していない

２　木材による板張りの仕上げ
３　座敷に面している
４　障子により座敷と区切られている
５　家屋の南側方に配置されている
６　居間、畳を雨から守る

７　断熱効果のある空気層

８　機能が定められていない

９　板張りの床　

類型３　「材料」

　　３-２　表面的な素材

　　３-１　建築構成要素の材料

２　土間

３　居間

１　砂

１　木材

２　板張り

３　金銀

１　叩きになっている　
２　居間からやや下がった高さにある
３　居間と隣り合っている　

４　家屋の片側方に配置されている　　
５　天井が無い　　

１　畳が敷かれている　　　
２　土間よりやや上がった高さに床が貼られている　　　
３　土間と隣り合っている

４　機能が定められていない

１　自然の砂の色調をそのまま用いる

１　光沢を帯びる

２　被覆、塗料が施されていない

１　塗料が施されていない

１　光を反射する

　　１-２　非構造要素

１　壁

２　柱

３　小屋組み

４　小壁

１　光を反射する

１　（梁に比べて）細い

２　塗料が施されていない

３　寸法が規格化されている

４　地面の上の基礎（根石）の上に立っている

１　（柱に比べて）重く太い梁により構成されている

２　塗料が施されていない

１　長押より高い位置の構造の補助として機能する

２　木部と調和した色の土で仕上げる

３　砂あるいは漆喰で仕上げる
４　木部と調和した色の土で仕上げる

５　庇

６　屋根

１　直接光を弱める

２　視線を外部（庭）に向ける

３　影をつくる

４　雨の浸入を防ぐ

１　空間のボリュームごとに独立している

演出された空間 陰影を構成する要素

薄暗い光線の中
ほんのり明るい障子の反射

閑寂な壁、清楚な木目

陰翳の濃淡 灰色の壁

深い廣い蔭、濃い闇 屋根、庇

座敷の美 庇、縁側、障子を透した鈍い光線

繊細な明るさ 調子の弱い砂壁

部屋毎に異なる色調の陰翳

適宜な釣り合い

無地に塗った部屋毎に微かに色の違う砂壁

掛け軸、飾り花

朦朧たる隈、永劫不変の閑寂 清楚な壁、清楚な木材、落懸、花活、違い棚

陰翳の世界

庇、廊下、障子明暗の区別のつかない昏迷の世界

弱々しい金色の明り

床脇の窓、落懸、床框

金襖、金屏風

灯に照らされた闇 廣い座敷、高い天井、廣い廊下

引用１

引用２

引用３

引用４

引用５

引用６

引用７

引用８

引用９

引用１０

引用１１

引用１２

類型１-２　庇

類型１-２　障子

類型１-２　壁

類型１-２　襖

類型１-２―タウト - 様相３　影をつくる

類型１-２―タウト - 様相１　直接光を弱める

類型１-２―タウト - 様相３　光をやわらかく反射する

類型１-２―タウト - 様相１　外部からの光を通す

類型１-２―タウト - 様相２　外部からの光をやわらげる

類型２-２　縁側 類型２-２―タウト - 様相４　障子により座敷と区切られている

類型２-２　居間 類型２-２―タウト - 様相６　障子により縁側と区切られている

類型１-１―タウト - 様相３　砂あるいは漆喰で仕上げる

類型１-１―タウト - 様相１　光を反射する

「ブルーノ・タウトの日本建築評価体系」に基づいた「陰影の美を生み出す建築的構成パタン」

障子

襖 光を反射する

外部からの光を通す
外部からの光をやわらげる
光を柔らかく反射する
可動式の間仕切りとして機能する

縁側 座敷に面している
障子により座敷と区切られている
家屋の南側方に配置されている
居間を雨から守る

断熱効果のある空気層

機能が定められていない

居間（座敷） 機能が定められていない

障子を介して縁側に面している

壁 光を反射する

庇 直接光を弱める

視線を外部（庭）に向ける

影をつくる

雨の浸入を防ぐ

引用２

引用１

引用４

引用１０

引用１１

類型１-２　庇

類型１-４　障子

類型１-２　土庇

類型１-４　障子

類型１-１　壁

類型１-１　壁

類型１-２　庇

類型１-１　襖

類型３-３　金銀

類型１-２―タウト - 様相３　影をつくる

類型１-４―タウト - 様相３　光をやわらかく反射する

類型１-２―タウト - 様相１　直接光を弱める

類型１-４―タウト - 様相１　外部からの明りを通す

類型２-１　縁側 類型２-１―タウト - 様相４　障子により座敷と区切られ

　　　　　　　　　　　　　ている

類型４-１　障子 類型４-１―タウト - 様相１　外部からの明りを通す

類型１-１―タウト - 様相３　砂あるいは漆喰で仕上げる

類型１-１―タウト - 様相３　砂あるいは漆喰で仕上げる

類型１-２ ―タウト - 様相１　直接光を弱める

類型１-１―タウト - 様相１　光を反射する

類型３-３―タウト - 様相１　光を反射する

要素のタイプ 要素における様相のタイプ

深い廣い蔭、濃い闇

薄暗い光線の中

座敷の美

引用５ 繊細な明るさ

明暗の区別のつかない昏迷の世界

弱々しい金色の明り

陰翳礼讃に描かれた空間

陰翳礼讃　引用１　第１１ページ

「それら（厠）は必ず母屋から離れて、青葉の匂や苔の匂のし

て来るような植え込みの蔭に設けてあり、廊下を伝わって行

くのであるが、その　薄暗い光線の中　にうずくまって、　

ほんのり明るい障子の反射　を受けながら瞑想に耽り、また

は窓外の庭のけしきを眺める気持は、何とも云えない。　中

略　その快感を味わう上にも　閑寂な壁　と、　清楚な木目　

に囲まれて、眼に青空や青葉の色を見ることの出来る日本の

厠ほど、」

「壁、襖、障子」　光を反射する面的要素

反射率の異なる二種類の面

「障子」　開口の大きさ、形の様々な光を弱めて透過する面的要素

「庇」　直接光、雨を防ぎ陰をつくるスラブ、ボリューム操作 室の主採光面において外部に直接面して配置されることによる内外の中間的空間

「居間、縁側」

ボリューム、スラブのずれ ボリューム、スラブの拡大、延長

主採光面

類型１　「建築構成要素」

類型２　「空間構成」

類型３　「材料」

１-１　構造要素

１-２　非構造要素

２-１　建築全体の空間構成

２-２　特定の室、機能をもった空間

３-１　建築構成要素の材料

３-２　表面的な素材

主体構造について

壁、庇、建具などについて

全体の平面構成について

ある特定の室内空間、居室、機能について

構造、非構造、建具などの材料について

建築構成要素に対する表面の仕上げについて

「痴人の愛」

　「痴人の愛」は１９２４年三月から１９２５年七月までの間に『大阪朝日新聞』と雑誌『女性』の中で掲

載された小説である。大正期の日本における西洋文化の流入や、男女間の性関係が全体的に解放的な方向へ

と変化しつつあった社会などを背景に、主人公河合譲治が奈緒美という一人の女性によって翻弄され破滅す

るまでの半生を描く物語である。現在までに文庫化や改定版の出版、またそれぞれ異なる作者によって三度

に渡って映画化がされるなど、谷崎の代表作として認知されている。

　「痴人の愛」の中に描かれる奈緒美は物語の中で絶えず魅力的な女性として描かれるが、その実は男性を

虜にする妖婦である。にも関わらず彼女は常に魅力的であり、その執拗なまでの描写は「陰翳礼讃」に描か

れる日本建築の姿に似通うように思えてならない。谷崎潤一郎によって表現された「陰翳礼讃」の光と闇に

よる陰翳美の世界と「痴人の愛」の奈緒美による淫美な世界は、統合され表現されるにふさわしい題材なの

ではないかと考え、今回はそのような試みに至った。

カフエエ・ダイヤモンド

大森の文化住宅

カフエエ・エルドラドオ

長谷の離れ座敷

横浜本牧の洋館

奈緒美と譲治の社交場 奈緒美、譲治

奈緒美、譲治、浜田、熊谷

奈緒美、譲治、浜田、熊谷、関、中村

奈緒美、譲治、浜田、熊谷、関、中村

その他熊谷の友人たち

奈緒美、譲治、複数の西洋人男性

アトリエ、小さな寝室、台所

ダンスホール、社交室

寝室、湯殿、台所

大小の寝室、大きなバスルーム、食堂

痴

人

の

愛

に

お

け

る

時

間

の

流

れ

「痴人の愛」における主要な場所 主要な場所における機能 主要な場所における登場人物

　本設計ではこのように並べた時間軸、場所、機能、登場人物を踏まえ「痴人の愛」の物語を住宅内で補完する機能、規模、を設定し、形

態決定の項目で示した方法により全体を構成する。

以上のことから、本設計による住宅を「奈緒美と彼女を取り巻く男性達の家」とし、敷地を設定しない架空の物とする。

１　「縁側」 内外の中間的ボリューム

　大きさ、形などの様々な八個のボリューム化した内外の中間的空間を、

居室となるボリュームと衝突させる。内部空間にボリューム毎に異なる

間接光を取り入れ、空間に多様な陰影を作り出す。各ボリュームの内一

つの面を採光面とするため取り払う。採光の役割を果たす開口部はこの

「縁側」に向けてのみ設け、外観には外部に閉じたボリュームが現れる。

また光の反射をこの建物の中で象徴的なものとするため、各ボリューム

に一部曲面の壁を用いる。

　基になった要素にちなみこれを「縁側」と呼ぶこととする。

２　「庇」 中間的ボリュームに対するスラブの介入

　衝突した「縁側」のボリュームに対して居室となるボリュームからス

ラブを延長し、介入させる。延長されたスラブにより、内部空間の各所

にそれぞれ異なる陰影を作り出す。

　基になった要素にちなみこれを「庇」と呼ぶこととする。

３　「壁」、「障子」 光の反射率の異なる三種類のマテリアル

　「縁側」と「庇」によって削り取られた、ないしは一部拡大されたボリュ

ームと、縁側のボリュームに対してそれぞれ光の反射率の異なるマテリアル

を付加する。「縁側」、「縁側」に隣り合う居室、「縁側」に直接隣合わない居

室の順に反射率の高い白色塗装マット仕上げ、ポリカーボネイト板、コンク

リート打ち放しのマテリアルを付加する。この際コンクリートの壁はこの建

物において構造体となる厚みを与える。外観にはこの居室単位で付加された

マテリアルをそのまま表現することとした。また床、天井という水平材には、

無垢木材グレー塗装仕上げのマテリアルを一部を除きほぼ全体に使用し、居

室毎に変化する陰影の濃度を把握しやすくすることを試みた。

　体験的には外部に近づくほど光の反射は強くなり、離れるほど光は吸収さ

れ闇へと向かう。その間のグラデーショナルな陰影を行き来する建物を目指

した。

　基になった最も近い働きをする要素にちなみこれを「壁」と呼ぶこととす

る。

分析１　陰翳礼讃に描かれる空間 分析２　「陰翳礼讃」と「ブルーノ・タウト」の比較分析

分析３　ブルーノ・タウトの日本建築評価 分析４　両者の共通点の抽出と建築設計への展開

建築設計

住宅機能の決定

建築形態の決定

　これらの引用の中から文章中に演出された空間と、その陰影を構成する建築的要素に絞ってそれぞ

れに分類することで、陰翳礼讃の文章の中で存在した空間とその空間の陰影が何によって生まれてい

るかをまず明確にする。

　引用１の場合、この方法を用いると、演出された空間は「薄暗い光線の中」となり、その陰影を構

成する建築的要素は「ほんのり明るい障子の反射」と「閑寂な壁」と「清楚な木目」というように分

類できる。これを引用全てに実践し、表にまとめた。

　陰翳礼讃に描かれる空間を把握するために、本文から建築、空間についての記述を作中から全て抽

出した。建築に関する言語が含まれていることや、その文の中心に建築、空間が据えられていること

を選択の基準としている。結果１２の文章が抽出できた。

 陰翳礼讃における空間記述の抽出

全１２の引用に対しての抽出結果

設定した３種類の類型

薄暗い光線の中

ほんのり明るい障子の反射

閑寂な壁

清楚な木目

演出された空間

陰影を構成する要素

抽出の例

抽出した陰影を構成する要素

ほんのり明るい障子の反射

閑寂な壁、清楚な木目
灰色の壁屋根、庇 庇、縁側、障子を透した鈍い光線

調子の弱い砂壁 無地に塗った部屋毎に微かに色の違う砂壁 掛け軸、飾り花

清楚な壁、清楚な木材、落懸、花活、違い棚 庇、廊下、障子床脇の窓、落懸、床框

金襖、金屏風 廣い座敷、高い天井、廣い廊下

ブルーノ・タウトの日本建築評価体系

陰影を構成する要素の類型化

　抽出した「陰影を構成する要素」を類型化し、それが何であり、建築を構成するどの部分に当たるのか

をそれぞれに対して明確にする。

　この項目では、これらの分析結果を後にタウトの言説との比較分析を行うことを前提とした類型化の方

法を設定し、それに基づきながら分類を行う。

　近代を背景に持ったタウトとの比較を前提にした類型として「建築構成要素」、「空間構成」、「材料」の

三種類、詳細には六種類の類型を設定した。

　この分析の結果、  「構造要素」   と   「建築全体の空間構成について」はどの要素も振り分けられなかった。この二つは類型の中でも建築全体を決定し得るに欠か

せない要素である。このことから陰翳礼讃の中で谷崎は建築全体ではなく、ある空間単位の中に断片的な空間美を見出し、陰翳礼讃の中にその空間性を描写した

のではないかと考察した。

類型化

両建築評価の共通点

　分析１で得られた結果に対してタウトの日本評価

には共通点が存在するかを彼の著書から探る。陰翳

礼讃では建築の機能や特定の場所、地域という点を

特定せずに、日本建築の魅力について記述がされて

いることから、タウトの言説についても明確な特定

がなされてない日本建築について述べた言説を対象

として分析を進めた。

　前項の陰翳礼讃に対して行った類型化と同じ分類

をタウトの言説の中に登場する建築構成の要素に対

して行い、「陰影を構成する要素」 と同一のものと見

なせる建築要素が生みだしている効果やその状態に

対して注目し、記述した（下記図）。それらの効果、

または状態を、 「陰影の美を構成する要素における

建築的様相」として定義する。この分析から十二個

の要素における三十五種類の効果、状態が確認でき

た。
　次にここで定義した陰影の美を構成する要素にお

ける建築的様相が先に記載した陰翳礼讃の引用の中

に表れているかどうかを分析する。ここではこの要

素と様相の組み合わせを、陰翳礼讃とブルーノ・タ

ウトの共通点として「陰影の美を生み出す建築的構

成パタン」と定めた。 陰翳礼讃に対する分析結果と重ね合わせる

陰影の美を生み出す建築的構成パタン
（陰翳礼讃、ブルーノ・タウトの建築評価の共通点）

　そしてここからはタウト個人の日本建築評価を明らかにするため、陰翳礼讃とは直

接関係の無い、先ほどの分析で対象から漏れた言説も加え、網羅的に分析を行う。彼

がどのような評価基準を持ち、より積極的に評価したのは日本建築においてどのよう

な部分であったのかを探る。

　先に行った陰翳礼讃での分析に習い、同じ類型を用いて引用の中の建築要素を分類

する。今回は発見できた六十三個の引用から、二十個の要素とそれらにおける六十種

類の効果、状態が確認できた。

　そして今回も先ほどの分析と同じように、各類型に振り分けられた建築要素がどの

ような効果や状態を示しているかを下記図に記した。

言説に見られる建築を構成する要素の類型化

　これらの分析結果から、本研究ではタウトの日本建築評価は「建築構成要素」、

そして「空間構成」という枠組みにおいて体系づけられると考え、この二つの類

型を「ブルーノ・タウトの日本建築評価体系」と定める。

　また日本に唯一残る旧日向別邸においても同様の分析を行った結果、それまで

分析結果とは大きく異なるものとなったが、既往研究や旧日向別邸の特殊な建築

経緯を基にその分析結果は参照しないこととした。

　その結果、最も多くの要素が抽出されたのは類型１‐２の非構造要素であったが、

１‐１の構造、２‐１の平面構成について新たにいくつかの要素が抽出できた。ま

た類型２‐２の特定の室、機能を持った空間については要素一つあたりの記述が他

と比べて多い。類型３の材料については依然と記述は少ない。

ブルーノ・タウトの著書に記述された日本建築の建築構成要素とその様相

分析結果の傾向から定めたブルーノ・タウトの日本建築評価体系

旧日向別邸　日本間、平面図

　分析の中で定めた  「  陰影の美を生み出す建築的構成

パタン」 は陰翳礼讃から導き出した陰影を構成する要素

と、タウトが著書の中で語ったそれと同一の要素が示す

状態の組み合わせであり、前項で定めた「ブルーノ・

タウトの日本建築評価体系  」  は、タウトの著書の引

用に対する分析の結果から、日本建築のどの部分を

彼が積極的に評価したのか、引用の中の建築要素に

対して定義したものである。

　この分析ではその「ブルーノ・タウトの日本建築

評価体系」に基づき「 陰影の美を生み出す建築的構

成パタン 」から類型１と類型２の要素に当てはまる

ものを抽出した。

　そしてこれらの要素がタウトの言説ではどのような

効果、状態を示していたか、先ほどの分析結果を基に

再度抽出し表に記した。

　なおここでいくつかの要素において「 ブルーノタウ

トの日本建築評価体系  」と陰翳礼賛に記述される「陰

影を構成する要素」とは異なる枠組みの要素、記述が

間接的に発生するが除外する。

　これらの建築要素とその効果、状態を示した組み合わせは、

タウトが日本建築の中で積極的に評価した建築表現であり、

かつ陰翳礼賛に描かれた空間を構成している要素が、実際の

日本建築ではどのように存在したのかをタウトの言説により

仮説的に明らかにしたものである。これら六つの要素におけ

る十八種類の表現を「陰影の美を構成する日本的建築表現」

として定めた。

陰影の美を構成する日本的建築表現

設計手法への変換

　一連の分析結果から定めた「陰影の美を構成する

日本的建築表現」を設計の中に実現することを試み

る。

　その手法として、六つの建築要素をその十八種類

の効果、状態に基づき抽象的な建築構成要素、また

は建築構成法へと変換していく。変換に際しては、

各要素の効果、状態を生み出すことに重点を置いた。

そのように変換された要素、構成法を設計の中に取

り込み、建築を構成する。

　その抽象的に変換された建築構成要素、構成法を

図式化し、変換前の「陰影の美を構成する要素」と

合わせて記した。

　この設計手法の実体を持った建築設計へ転用可能

性と有用性、そしてそこにどのように日本的な陰影

を実体として実現できるかということを詳細に検証

するために機能を住宅として設計を進めることとし

た。

　この設計とその建築への考察を以て、結論とする。

陰影の美を構成する日本的建築表現

６つの要素がタウトは著書ではどのような効果、状態であったか再度参照

　陰翳礼讃的な住宅の設計にあたりその機能、規模、敷地などの諸条件を決定するが、陰翳礼讃に谷崎が描いた空間イメージに適合するものと

して、今回は同著者による代表作「痴人の愛」にそれらを委ねることとした。

　分析から得た四つの建築構成要素、構成法を、さらに具体的に形態を決定する三つのダイアグラムへと変換した。三つのダイアグラムはそれ

ぞれ陰影を構成する異なる働きを持つ。



『陰翳礼讃的建築の設計』より「奈緒美と彼女を取り巻く男性達の家」　 平面・断面図、詳細図、内観イメージ
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一階ダイニングからテラスを見る　

陰影を構成する要素　①「縁側」　②「壁」

　一階ダイニングでは「縁側」とそれに伴う「壁」によった採光

ボリュームとマテリアルにより陰影を演出する。

　唯一設けられたトップライトから差し込んだ光はテラスを介

して内部に差し込む。その光は壁に付加されたこの建築内で最も

反射率の高いマテリアルによって建物の奥へと徐々に弱められな

がら向かい、他居室をほの明るく照らす。光は居室を介する中で

弱められ、深い陰影の中に収束する。

45
20

70

10
5

2
10

外壁ポリカーボネイト板　取り付け部分詳細図　s=1:5a

下地：軽量鉄骨チャンネル　C - 45×70

断熱材：グラスウール　t =70

仕上げ：ポリカーボネイト板　t =10
取り付け金物にコーキング防水

コーキング剤　t=3

取り付け金物　t=15
タッピングネジ　t =35
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躯体：鉄筋コンクリート　t =300

下地：軽量鉄骨チャンネル　30×50

躯体：鉄筋コンクリート　t =300

断熱材：スタイロフォーム　t =30

仕上げ：シンダーコンクリート　t =90
撥水剤塗布仕上げ

手摺り：スチールフラットバー　38×18

躯体：軽量鉄骨H型鋼　H - 125×125

断熱材：グラスウール　t =125

仕上げ：鉄板　t =10
光触媒塗布仕上げ　

躯体：軽量鉄骨H型鋼　H - 100×100
断熱材：グラスウール　t =100

仕上げ：鉄板　t =10
光触媒塗布仕上げ　

床：防水モルタルの上砂利詰め
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床：無垢木材フローリング

アトリエ
GL+224
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物入れ
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床：デッキ材　防腐剤塗布仕上げ
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鉄骨階段

巾：1200

踏み面：250

蹴上：200

下地：軽量鉄骨チャンネル　C - 45×70

断熱材：グラスウール　t =70

仕上げ：ポリカーボネイト板　t =10
取り付け金物

下地：軽量鉄骨チャンネル　C - 45×70

仕上げ：ポリカーボネイト板　t =10
取り付け金物

躯体：軽量鉄骨H型鋼　H - 125×125

仕上げ：鉄板　t =10
光触媒塗布仕上げ　

躯体：軽量鉄骨H型鋼　H - 125×125

仕上げ：鉄板　t =10
光触媒塗布仕上げ　

躯体：軽量鉄骨H型鋼　H - 125×125

仕上げ：鉄板　t =10

下地：軽量鉄骨チャンネル　C - 45×70

断熱材：グラスウール　t =70

仕上げ：ポリカーボネイト板　t =10
取り付け金物コーキング防水

壁：鉄筋コンクリート打ち放し　t=300

躯体：軽量鉄骨H型鋼　H - 125×125

仕上げ：鉄板　t =10
光触媒塗布仕上げ　

躯体：軽量鉄骨 I 型鋼　I - 125×75

仕上げ：ポリカーボネイト板　t =10
取り付け金物

仕上げ：ポリカーボネイト板　t =10
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①、②　縁側、壁



躯体：鉄筋コンクリート　t =300

断熱材：スタイロフォーム　t =30

仕上げ：鉄筋コンクリート　t =90
撥水剤塗布仕上げ

躯体：軽量鉄骨H型鋼　H - 125×125

仕上げ：鉄板　t =10

引き違い窓　サッシ既製品

躯体：鉄筋コンクリート　t =300

根太　45×45

下地：構造用合板　t =12

仕上げ：無垢材フローリング　t =12

躯体：鉄筋コンクリート　t =300

下地：軽量鉄骨チャンネル　30×50

仕上げ：ポリカーボネイト板　t =10
壁、天井仕上げ：コンクリート打ち放し

下地：モルタル t =90

仕上げ：モザイクタイル　t =10

壁、天井：モルタル　t =30

スチールグレーチング

壁、天井仕上げ：コンクリート打ち放し

光触媒塗布仕上げ　

断熱材：グラスウール　t =100
吊り金物：軽量鉄骨チャンネル　50×45

仕上げ：無垢材フローリング　t=12

水切り：スチールアングル　L - 30×30

パラペット立ち上がり　200 断熱材　スタイロフォーム　t =30

シンダーコンクリート　t =90
ウレタン系塗布防水仕上げ

テラス

浴室 トイレ 居間

テラス

社交室

寝室 アトリエ

ホワイエ

手摺り：スチールフラットバー　38×18
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軽量鉄骨 H型鋼　H - 125×125

キーストンプレート　t =25
シンダーコンクリート　t =60

仕上げ：鉄板　t =10
ウレタン系塗布防水仕上げ　

モルタル　t =100

金ゴテ仕上げ

金ゴテ仕上げ

躯体：鉄筋コンクリート　t =300

断熱材：スタイロフォーム　t=30

アルミ束柱　t =120

大引　t =45×45

仕上げ：デッキ材　t =24

シンダーコンクリート　t =90
ウレタン系塗布防水

a-a`  sectionaldetail    s=1:50

c-c`  section  s=1:100b-b`  section  s=1:100

B

C

一階ホワイエ吹き抜けから二階社交室を見る　B

三階居間からテラス側を見る　C

陰影を構成する要素　①「縁側」　②「庇」　③「壁」

①

②

③

③

陰影を構成する要素　①「縁側」　②「壁」

①

③

③

　社交室では二階に対して上にのるように配置された採光ボリュームである上階のテラスから間接光

が差し込むように計画した。

　テラスのボリュームに対して三階のスラブが介入し、二階に差し込む光を弱める。弱められた光は

開口部に接するポリカーボネイトに反射し、全体に淡い陰影を演出する。テラスにより天井高が低く

なるに伴い、壁のマテリアルもコンクリートに変化し、さらに深い闇と相まって三階へと向かう。

　三階居間には端部にテラスとしての採光ボリュームを配置した。ここから内部に入った光はポリカーボネイトや一階ダイ

ニングの吹き抜けから延長した別の採光ボリュームの壁に反射し、それを繰り返しながらコンクリートで閉じられた三階の

トイレへと向かう。反射を繰り返す中で徐々にその陰影に深みを増していく。

躯体：軽量鉄骨H型鋼　H - 125×125

断熱材：グラスウール　t =125

仕上げ：鉄板　t =10
光触媒塗布仕上げ　


